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平
成
21
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
で
は

歳
入
七
十
八
億
四
千
四
百
二
十
三
万
円
と
な

り
、
前
年
度
の
歳
入
六
十
六
億
三
千
七
百
五

十
六
万
円
か
ら
見
ま
す
と
、
金
額
で
は
十
二

億
六
百
六
十
七
万
円
、
割
合
に
し
て
十
八
・

二
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
七
十
七
億
四
千
九
百
四
十
一
万
円

で
前
年
度
の
六
十
六
億
九
千
百
九
十
四
万
円

と
比
べ
て
金
額
で
は
十
億
五
千
七
百
四
十
七

万
円
、
割
合
に
し
て
十
五
・
八
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
ま
す
と
九
千
四
百

八
十
二
万
円
が
残
り
、
こ
の
中
か
ら
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
お
金
一
千
七
百
五
十
八
万
円
を

引
き
ま
す
と
七
千
七
百
二
十
四
万
円
が
残
り

ま
す
。

こ
の
金
額
が
平
成
21
年
度
の
黒
字
額
と
な

り
ま
す
。
単
年
度
収
支
で
は
三
年
連
続
の
黒

字
と
な
り
、
平
成
19
年
度
で
は
四
億
六
千
百

四
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
累
積
赤
字

が
六
年
ぶ
り
に
全
て
解
消
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
景
気
悪
化
の
影
響
に
よ

り
、
町
税
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
地
方
交
付

税
、
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
交
付
金
や
奈
良

県
市
町
村
財
政
健
全
化
貸
付
金
に
よ
る
借
換

え
に
よ
り
、
歳
入
が
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
も
、
定
額
給
付
金
事
業
や

奈
良
県
市
町
村
財
政
健
全
化
貸
付
金
に
よ
る

借
換
え
な
ど
に
よ
り
、
増
加
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
も
黒
字

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
町
の
通
常

の
経
費
と
分
け
て
、
そ
の
経
費
を
賄
う
特
別

会
計
も
六
会
計
全
て
が
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

企
業
会
計
も
黒
字

上
牧
町
の
公
営
事
業
と
し
て
水
道
事
業
が

あ
り
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
水
道

料
金
の
収
入
に
よ
る
独
立
採
算
で
運
営
を
行

っ
て
い
る
水
道
事
業
の
決
算
は
、
収
益
的
収

支
と
資
本
的
収
支
に
分
け
ら
れ
、
収
益
的
収

支
は
経
営
状
況
を
、
資
本
的
収
支
は
建
設
投

資
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

六
年
ぶ
り
に
累
積
赤
字
を
解
消
、
黒
字
化
達
成

六六
年年
ぶぶ
りり
にに
累累
積積
赤赤
字字
解解
消消

平
成
21
年
度
決
算
報
告

■平成21年度各会計決算の総括表 

歳　入 
（収入済額） 
（A） 

歳　出 
（支出済額） 
（B） 

翌年度への 
繰越財源 
D

実質収支 
 
C-D

差し引き 
 

C（A-B） 

一般会計 78億4,423万円 77億4,941万円 9,482万円 1,758万円 7,724万円 

22億2,227万円 21億6,082万円 6,145万円 0万円 6,145万円 

1億8,000万円 1億7,423万円 577万円 0万円 577万円 

5億9,424万円 5億8,882万円 542万円 0万円 542万円 

4億8,782万円 4億6,919万円 1,863万円 0万円 1,863万円 

1億912万円 982万円 9,930万円 0万円 9,930万円 

10億6,963万円 10億6,860万円 103万円 0万円 103万円 

814万円 356万円 458万円 0万円 458万円 

2,021万円 1,541万円 480万円 0万円 480万円 

3,150万円 3,120万円 30万円 0万円 30万円 

国民健康保険 

老人保健 

住宅新築資金等貸付事業 

後期高齢者医療 

下水道事業 

収益的収支 

資本的収支 

介護保険（保険事業勘定） 

　　　　（介護サービス事業勘定） 

水道 

事業 

企
業
会
計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 
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歳　入 歳　出 

消防費　2億9,169万円（3.8％） 

土木費　4億1,543万円（5.4％） 

使用料・手数料ほか 
4億1,734万円（5.3％） 

交付金ほか 
3億824万円（4.0％） 

 
町債 

12億4,853万円（15.9％） 

 

国県支出金 
11億9,193万円（15.2％） 

衛生費 
7億2,195万円（9.3％） 

補助費など 
9億9,746万円（12.9％） 

繰出金 
6億9,215万円（8.9％） 

物件費 
8億6,362万円（11.1％） 

扶助費 
6億2,872万円（8.1％） 

教育費 
7億489万円（9.1％） 

 
総務費 

11億2,961万円（14.6％） 

 

 

町税 
22億472万円（28.1％） 

 

 

地方交付税 
24億7,347万円（31.5％） 

 

民生費 
16億4,144万円（21.2％） 

 

 

公債費 
26億4,955万円（34.2％） 

 

 

公債費 
26億4,955万円（34.2％） 

人件費 
14億4,920万円（18.7％） 

議会費・前年度繰上充用金・農 
林水産業費・労働費・商工費 
1億9,485万円（2.4％） 

普通建設事業　3億2,657万円（4.2％） 

前年度繰上充用金ほか 
1億4,214万円（1.9％） 

自
主
財
源
 

投
資
的
経
費
 

一
般
行
政
経
費
 

義
務
的
経
費
 

依
存
財
源
 

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
 

源
。
全
体
の
３
割
程
度
で
す
。
 

国
や
県
の
決
定
で
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
町
債
な
ど
。
歳
入

の
７
割
が
、
国
や
県
の
決
定
に
左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

【目的別】 

78億4,423万円 77億4,941万円 

【性質別】 

歳出を見るときは、目的ごとに区分し
たものと、性質ごとに区分したものの
２種類の構成グラフがあります。 

将
来
残
る
施
設
な
ど
に
か
か
る
経
費
 

行
政
運
営
上
の
一
般
的
な
経
費
 

そ
の
支
出
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
は
削
減
で
き
な
い
経
費
。

こ
の
割
合
が
増
え
る
と
、
財
政
は
硬
直
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

■平成21年度歳入歳出決算　平成21年度の一般会計歳入歳出決算の内訳は、下のグラフのとおりです。 

　
歳
入
の
種
類
 

◆
町
　
債
　
一
度
に
多
く
の
お
金
が
必
要
で
、
そ
の
年
の
収
入
だ
け
で
は
賄

　
い
き
れ
な
い
事
業
の
た
め
に
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
借
り
た
お
金
 

◆
国
・
県
支
出
金
　
町
が
国
や
県
に
代
わ
っ
て
行
う
事
業
や
公
益
性
の
高
い

　
事
業
に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
 

◆
地
方
交
付
税
　
国
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
お
金
 

◆
負
担
金
・
使
用
料
な
ど
　
特
定
の
事
業
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
そ
の
事

　
業
の
受
益
者
な
ど
が
負
担
す
る
お
金
 

◆
町
　
税
　
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
か

　
ら
の
税
金
 

 　
歳
出
の
種
類
 

◆
議
会
費
　
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費
 

◆
消
防
費
　
消
防
や
救
急
、
防
災
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
土
木
費
　
道
路
・
公
園
・
町
営
住
宅
の
管
理
、
ま
ち
づ
く
り
に
要
す
る
経
費
 

◆
教
育
費
　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
、
公
民
館
、
文
化
の
向
上

　
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
衛
生
費
　
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
ご
み
処
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
総
務
費
　
庁
舎
の
管
理
、
運
営
、
徴
税
事
務
、
戸
籍
関
係
事
務
、
選
挙
、

　
統
計
調
査
、
広
報
な
ど
役
場
を
運
営
す
る
た
め
の
全
般
的
な
経
費
 

◆
民
生
費
　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
福
祉
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
公
債
費
　
町
の
借
入
金（
町
債
）の
返
済
に
要
す
る
経
費
 

一
人
あ
た
り
九
万
一
千
円
の
税
負
担
で
 

三
十
一
万
九
千
円
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
！
 

　
町
の
歳
入
は
、
町
税
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
歳
出
は
、
比
率
の
高
い
順
に
、
公
債
費
、
民
生
費
、
総
務
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

町民１人あたりに 
換算すると… 

行政サービス 

31万9千円 

9万1千円 

税金 
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※万円単位以下は端数切捨て 

■基金の内訳 ■町債の状況（平成21年度末現在高）  

財政調整基金 一般会計 4,688万円 122億4,654万円 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

下水道事業特別会計 

水道事業会計 

合　　　　　　計 

3,375万円 

44億9,275万円 

1億5,559万円 

169億2,863万円 

減債基金 224万円 

公共施設整備基金 114万円 

その他の基金 849万円 

住宅新築資金等貸付事業基金 1,002万円 

国民健康保険財政調整基金（※） 0万円 

介護給付費準備基金 5,701万円 

介護従事者処遇改善臨時特例基金 300万円 

長寿社会福祉基金 1,707万円 

合　　　　　　　計 1億4,585万円 

一
般
会
計
 

特
別
会
計
 

平成21年度　主な取組事業 

総務費 

防災行政無線増設工事  462万円 

民生費 

後期高齢者医療費負担金   1億4,681万円 

特別会計及び県広域連合への負担金を支出しました。 

静香苑環境施設組合負担金   7,782万円 

　３町合同斎場「静香苑」を運営するための経費を支出 

しました。 

塵芥処理事業   1億3,439万円 

　資源の再利用とごみの減量化を推進し、一般廃棄物の 

処理に取組みました。 

学童保育運営事業・延長保育促進補助金   2,703万円 

　長時間保育を必要とする生徒（児童）を対象に保育を 

行い、子どもたちの健全な育成に努めました。 

　葛城台地区の開発に伴い住宅個数が増え、現況の

防災行政無線設備では音量が十分に得られない地区

が発生したため、拡声子局を増設しました。 

土木費 

道路整備事業  3,560万円 

　道路整備を行うことで、住みよい町づくりを推進

しました。 

公債費 

公債費適正化事業  7億6,882万円 

　奈良県市町村財政健全化貸付金を活用し、事業債

を無利子に借換えたことで単年度償還額を抑制し、

実質公債費比率の低減を行いました。 

　公債費の抑制のため公的資金補償金免除繰上償還

制度を利用し、財務省から借入した事業債を繰上償

還または低利に借換えを行いました。 

地震ハザードマップ作成事業  473万円 

　地震が発生した場合の揺れやすさ、倒壊の危険度

を示した地震ハザードマップを全世帯に配布しまし

た。 

下水道費 

公共下水道事業  7,322万円 

　北上牧・五軒屋各地区の面的整備工事を実施しまし

た。 

流域下水道事業  1,340万円 

　処理場設備の更新と増加する汚水流入に対処する

ため、機器・施設の増設を行いました。 

教育費 

学校施設耐震化事業  5,715万円 

　上牧小学校・上牧第２小学校・上牧中学校・上牧幼

稚園の耐震診断を実施しました。耐震性能の弱い建物

については、平成22年度に耐震工事を実施します。 

衛生費 

妊婦一般健康診査事業  936万円 

　妊婦の保健管理の向上を図るための助成をしまし

た。 

土地開発公社健全化事業  1億4,686万円 

　土地開発公社経営健全化計画に伴い、供用済み土

地の買い戻しを行いました。 
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平
成
19
年
６
月
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
事

を
目
的
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
五
つ
の
財
政
指
標
が
設
け
ら

れ
、
こ
の
指
標
が
基
準
値
を
超
過
し
た
と
き
に
は
、

財
政
健
全
化
の
た
め
の
計
画
策
定
や
地
方
債
の
発

行
制
限
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

健全化判断比率

資金不足比率

（単位：％） 

指　標　名 早期健全化基準 

-

-

26.8

14.95

19.95

25.0

20.0

40.0

35.0

350.0273.0

財政再生基準 上牧町（平成21年度） 

①実質赤字比率 

②連結実質赤字比率 

③実質公債費比率 

④将来負担比率 

（単位：％） 

特別会計の名称 経営健全化基準 

-

-

20.0

20.0

上牧町（平成21年度） 

　水道事業会計 

　下水道事業特別会計 

※①②については、実質赤字額と連結実質赤字額がないため「-」で表示しています。

①実質赤字比率：一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示します。

②連結実質赤字比率：一般会計等だけでなく、国民健康保険事業、介護保険事業などの特別会

計や水道事業、下水道事業などの公営企業会計も含めた上牧町全体の赤字や黒字を合算し、

上牧町の赤字の程度を指標化し、地方公共団体運営の深刻度を示します。

③実質公債費比率：一般会計等の公債費（借金の返済額）だけでなく、公営企業会計などの公債

費に充てるための繰出金や葛城地区清掃事務組合、静香苑環境施設組合等に係る公債費に対す

る負担金なども含めた実質的な公債費の額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

④将来負担比率：地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のあ

る負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、数値が大きくなるほど将来見込まれる負

担が大きく、将来の財政運営を圧迫する可能性の高さを示します。

※資金不足が生じていないため「ー」で表示しています。

・資金不足比率：公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し

て指標化し、経営状態の深刻度を示します。

財
政
健
全
化
計
画
実
施
状
況
報
告

上
牧
町
で
は
、
平
成
20

年
度
決
算
で
実
質
公
債
比

率
が
早
期
健
全
化
基
準

（
二
十
五
％
）以
上
と
な
り
、

平
成
22
年
３
月
に
「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

健
全
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
は
、
計

画
よ
り
も
一
年
早
く
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
早
期
健
全
化
団

体
か
ら
の
脱
却
を
最
優
先

と
し
、
住
民
の
か
た
が
た
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

・
町
税
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化
を
図
る
た
め
、
預
金

な
ど
の
差
押
さ
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
人
件
費
は
計
画
ど
お
り
削
減
し
ま
し
た
。（
職
員
採
用

の
抑
制
、
特
別
職
と
一
般
職
の
給
与
や
手
当
の
カ
ッ

ト
の
継
続
、
議
員
報
酬
の
カ
ッ
ト
の
継
続
な
ど
）

・
物
件
費
、
補
助
費
、
繰
出
金
な
ど
の
経
常
経
費
の
削

減
を
継
続
し
ま
し
た
。

・
公
債
費
の
繰
上
償
還
、
借
換
え
に
よ
る
利
息
の
削
減

と
元
金
償
還
額
の
平
準
化
を
図
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
措
置
の
実
施
状
況

（単位：％） 

 

内　　容 

　実質赤字比率 

平成20年度 

実　績 実績 計画値 計画値 

計画初年度 
（平成21年度） 

最終年度 
（平成22年度） 

　実質公債費比率 

1.50

26.4

0.69

26.8

-

26.8

-

24.8

平
成
21
年
度

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
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10
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
か
ら
、

第
一
回
上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
上
牧

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
定
め
た
条
例
の
策
定
に
向
け
た

取
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
般
公
募
に
よ
る
委
員
十

四
名
を
含
む
二
十
五
名
の
委
員
に
町
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
作

る
た
め
の
仕
組
み
を
定
め
る
条
例
を

作
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
上
牧
第
一
保
育
所
に
隣

接
す
る
高
台
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
転
場
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
運
転
場
は
大
阪
ラ
イ
ブ
ス
テ
ィ

ー
ム
ク
ラ
ブ
（
宮
迫
敏
則
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
が
、
約
一
年
か
け
て
手
作
り
し
た

も
の
で
す
。

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
本
物
の
蒸
気
機
関
車
の

よ
う
に
石
炭
を
焚
き
、
蒸
気
の
力
で
動

き
ま
す
。

月
に
一
度
予
定
さ
れ
て
い
る
運
転
会

で
は
、
会
員
た
ち
が
所
有
す
る
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
を
持
ち
寄
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

会
場
に
訪
れ
た
か
た
は
ど
な
た
で
も
無

料
で
乗
車
す
る
こ
と
で
き
ま
す
。

当
分
の
間
、
月
に
一
回
程
度
、
不
定

期
で
運
転
さ
れ
ま
す
が
、
運
転
日
や
時

間
な
ど
は
会
場
に
貼
り
出
さ
れ
ま
す
の

で
、
運
転
日
を
確
認
の
う
え
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

ミニＳＬ運転場が

完　成

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

策
定
ス
タ
ー
ト委

員
会
は
、
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス

で
開
か
れ
、
概
ね
二
年
を
か
け
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
積
極
的
な

議
論
や
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
作
業

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、

会
議
の
様
子
を
ま
と
め
た
議
事
録
を

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な

ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
周
知
し
、

皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
に
つ
い
て
も
十

分
に
伺
う
と
い
う
姿
勢
で
進
め
ら
れ

ま
す
。



上
牧
町
教
育
委
員
長
の

倉
清
隆
さ
ん

（
下
牧
在
住
）
が
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

倉
さ
ん
は
平
成
十
年
に
、
教
育
委
員

に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
上
牧
小
学
校
耐
震

補
強
工
事
な
ど
、
多
く
の
教
育
施
設
整
備

事
業
や
各
学
校
で
の
教
育
実
践
研
究
事
業

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
教
育
行
政
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
受

賞
の
栄
誉
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆

さ
ん
が
、
社
会
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
17
日
（
日
）
会
員
六
十
一
名
が
集
ま
り
、

ま
き
の
は
郵
便
局
か
ら
役
場
ま
で
の
バ
ス
道
と

滝
川
遊
歩
道
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
日
頃
、
施
設
の
一
部
を
事
務
所
と
し
て
使
用

し
て
い
る
２
０
０
０
年
会
館
附
近
の
清
掃
も
同

時
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
会
員
自
身
の
意
識
の
高
揚
と
会
員
同
士
の

交
流
の
場
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

倉

清
隆
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
表
彰

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

奉

仕

活

動

上
牧
幼
稚
園
で
は
園
児
達
が

稲
刈
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
稲
は
、
６
月
に
園
庭
に

作
っ
た
バ
ケ
ツ
の
水
田
に

一
人
一
人
が
苗
を
植

え
、
約
四
か
月
か

け
て
大
切
に

育
て
た
も
の

で
す
。

刈
取
っ
た
稲
は
乾
燥

さ
せ
、
す
り
鉢
を
使
っ
て

脱
穀
し
て
玄
米
に
仕
上
げ
ま

す
。
そ
れ
に
白
米
を
足
し
て
お

に
ぎ
り
を
作
っ
て
皆
で
試
食
す

る
予
定
で
す
。

園庭で稲刈り

上牧幼稚園

7
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上
牧
町
立
第
三
保
育
所

譲
渡
事
業
者
の
決
定

町
で
は
、
来
年
４
月
の
上
牧
町
第
三
保

育
所
民
営
化
実
施
に
あ
た
り
、
左
記
の
事

業
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
決
定
譲
渡
事
業
者

社
会
福
祉
法
人
　
和
光
会

理
事
長
　
藤

隆
明

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
４
４
番

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
開
設

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
た
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の

女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い

て
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
次
の

と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま
で
の
平

日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
と

土
、
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。

▼
対
　
象

県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
（
人
権
擁

護
委
員
）
と
法
務
局
職
員

▼
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

奈
良
県
内

「
町
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理

強
化
期
間
」
を
設
定

〜
許
し
ま
せ
ん
！
滞
納
〜

本
年
も
、
地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確

保
し
、
納
税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、

「
町
税
・
県
民
税
の
一
斉
滞
納
整
理
強
化

期
間
」
を
設
定
し
、
県
内
全
市
町
村
と
県

が
、
差
押
さ
え
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
滞

納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
滞
納
者
と
取
引

の
あ
る
金
融
機
関
や
取
引
先
な
ど
に
対

し
、
法
律
に
基
づ
く
財
産
調
査
に
つ
い
て

も
集
中
的
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
・
12
月

▼
実
施
団
体

県
内
全
市
町
村
（
三
十
九
団
体
）
と
県

▼
各
市
町
村
の
取
組
み
例

・
市
町
村
と
県
と
の
不
動
産
合
同
公
売
の
実

施
・
滞
納
者
に
対
す
る
差
押
え
（
預
貯
金
・
給

料
な
ど
）
の
集
中
実
施

・
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
催
告
・
文
書
催
告

の
集
中
実
施

▼
問
合
先

徴
収
課

役
場
内
線
１
２
５
番

奈
良
県
最
低
賃
金
が
決
定

奈
良
県
最
低
賃
金
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
時
間
給

六
百
九
十
一
円

最
低
賃
金
は
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
雇
用
形
態
や
呼

称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、
必
ず
こ
の
金
額
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局
賃
金
室

０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
６
番

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
票
様
式
が

変
わ
り
ま
す

片
岡
台
地
区
は
除
き
ま
す

11
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
を

ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
検
針
携
帯
端
末
）

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

手
書
き
の
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
が
、
機
械

で
印
字
さ
れ
た
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

電
気
や
ガ
ス
の
検
針
票
と
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
取
替
票
や
納
入
通
知
書

の
様
式
に
つ
き
ま
し
て
も
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
合
先

上
水
道
課
　

76
ー
４
５
９
９
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来
年
度
入
所
の

保
育
園
児
募
集

来
年
度
の
保
育
所
入
所
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
所
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準
は
、
児
童

の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
）
の
い
ず
れ
も
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
共
働
き
を
し
て
い
る
か
た
。

・
保
護
者
が
、
日
中
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ

て
、
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
し
て
い
る

か
た
。

・
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い
か
た
。

・
保
護
者
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に
障
害

の
あ
る
場
合
。

・
長
期
に
わ
た
る
疾
病
や
、
心
身
に
障
害
の
あ

る
か
た
の
看
護
を
常
時
し
て
い
る
場
合
。

・
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
。

▼
対
　
象

本
年
９
月
30
日
以
前
に
生
れ
た
乳
幼
児

▼
募
　
集

各
年
齢
若
干
名
（
保
育
所
に
よ
り
人
数
が
異

な
り
ま
す
）

・
来
年
度
か
ら
上
牧
町
立
第
三
保
育
所
は
完
全

民
営
化
の
予
定
で
す
。

▼
受
付
期
間

11
月
１
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
火
）
ま
で

▼
受
付
場
所

役
場
福
祉
課
、
各
町
立
保
育

所
、
慈
光
保
育
園
、
西
大
和
黎
明
保
育
園

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
４
４
番

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
と
　
き

11
月
23
日
（
祝
）
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ

葛
城
の
道
（
御
所
市
）。

周
辺
散
策
約
十
二
Km
（
現
地
へ
は
町
バ
ス

で
送
迎
し
ま
す
。）

▼
集
合
場
所

役
場
前
　
午
前
８
時
30
分
集
合
（
時
間
厳

守
）

▼
対
　
象

町
民
の
か
た
（
十
八
歳
以
上
）

▼
募
集
人
員

二
十
七
名
（
十
名
未
満
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
）

▼
持
ち
物

着
替
え
・
弁
当
・
合
羽
・
水
筒
な
ど
必
要

と
思
わ
れ
る
も
の

▼
参
加
費

無
料
（
一
日
傷
害
保
険
に
加
入
さ
れ
る
場

合
は
別
途
保
険
料
九
十
二
円
が
必
要
で

す
。）

▼
申
込
方
法

11
月
９
日
（
火
）
か
ら
16
日
（
火
）
ま
で
社
会

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

開
催
時
に
起
こ
っ
た
事
故
・
疾
病
な
ど
に

つ
い
て
の
応
急
措
置
は
行
い
ま
す
が
、
そ

の
後
の
責
任
に
つ
い
て
は
負
い
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　

78
ー
０
１
１
８
（
月
曜
休
館
）

上
牧
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震

診
断
支
援
事
業

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
平
成
７
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
犠
牲
者
の
九
割

近
く
が
住
宅
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
で
し

た
。地

震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
に
は
、

強
い
我
が
家
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、

そ
の
第
一
歩
が
我
が
家
の
健
康
診
断
と
も

い
え
る
「
耐
震
診
断
」
で
す
。

町
で
は「
耐
震
診
断
」を
無
料
で
実
施
し
、

耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
「
耐
震
診
断
」
を
受
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
事
業
概
要

町
か
ら
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
、

無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
助
成
の
対
象

助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
み
た
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
住
宅

・
延
べ
床
面
積
が
二
百
五
十
平
方
ｍ
以
下

の
も
の

・
二
階
建
て
以
下
の
も
の
（
地
階
を
除
く
）

▼
受
付
期
間

11
月
１
日
（
月
）
か
ら
11
月
30
日
（
火
）
ま
で

▼
申
込
方
法

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
申

請
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
者
が
予
定
数
を
上
ま
わ
っ
た
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

役
場
内
線
２
１
４
番

西
和
消
防
署
よ
り
の
お
願
い

西
和
消
防
署
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運

動
（
11
月
９
日
〜
15
日
）
行
事
の
一
環
と
し

て
、
七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お

宅
へ
の
防
火
訪
問
を
行
い
ま
す
。

火
災
報
知
器
に
つ
い
て
、
ま
た
火
の
取
り

扱
い
の
注
意
や
使
用
さ
れ
て
い
る
暖
房
機
器

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

と
楽
し
く
お
話
を
さ
せ
て
頂
く
な
か
で
、
消

防
に
対
す
る
理
解
と
防
火
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
訪
問
戸
数

が
多
い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
訪
問
期
間

が
11
月
下
旬
頃
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
訪
問
で
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
電
話
に
よ
り
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

西
和
消
防
署
　

73
ー
１
０
０
１
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紅葉も深まり、本格的に冬が始まろうとする

季節になりました。この時期に流行するのはイ

ンフルエンザです。昨年世間を騒がせた新型イ

ンフルエンザも季節型のインフルエンザも個人

でできる感染予防対策は同様です。ここでは

「かからない工夫とうつさない配慮」というポイ

ントで、日頃からこころがけておくと良い感染

予防対策についてお話します。

インフルエンザとは？

インフルエンザにかかった人のだ液や鼻水に

含まれるウィルスから感染します。インフルエ

ンザは世界中で見られ、日本でも毎年100万人

以上が感染しています。

インフルエンザが疑われる症状とは？

突然な発熱（38度以上）、咳、のどの痛み、だ

るさ、鼻水・鼻づまり、頭痛など

どうすればいいのか？

高齢者や乳幼児、症状の重いかたやハイリス

クのかた（持病のあるかたや妊娠しているかた

など）は、早めに受診をしてください。受診の

際には、あらかじめ医療機関に電話連絡をする

こと、必ずマスクを着用してください。

インフルエンザにかからない工夫・うつさない配慮

①充分な栄養と休養をとりましょう

感染に対する抵抗力をつけるには、何より体

の調子を整えることです。元々の体力が感染か

らの回復力にも繋がります。

②マスクをしましょう

症状のある人と接触する時はマスクを着けま

しょう。

※咳エチケットを忘れずにしましょう。

感染者自身の心づかいが流行の拡大を防ぎます。

・咳が出たら、マスクを着用しましょう。

・鼻水、痰などを含んだティッシュはすぐゴミ

箱に捨てましょう。

③手洗いをしましょう

帰宅後、トイレの後、食品を取り扱う前、食

事の前、咳やくしゃみを手で押さえた後など、

こまめに手を洗いましょう。

（手洗いのポイント）

・石鹸を使い流水で30秒以上洗いましょう。

・指先や爪の間も念入りに洗い、流水で30秒

以上流しましょう。

・洗った後は清潔なタオルや使い捨てのペーパ

ータオルで水分を十分に拭き取りましょう。

④うがいをしましょう

外出後や食事前、のどに不快感や痛みがある

ときにはうがいをしましょう。

⑤人ごみをさけましょう

人と人の接触をさけましょう。例えば、混雑

している電車には乗らないで時差出勤・通学を

するなど。

このような個人でできる感染予防方法を心が

けることで、感染力の強いインフルエンザから

自分自身を守り、家族や周囲の人を守ることが

できます。

●
個
人
で
で
き
る
感
染
予
防
を
●

男
性
料
理
教
室
開
催

（
初
心
者
向
け
）

楽
し
い
で
す
よ
。
料
理
を
作
る
の

が
初
め
て
だ
と
い
う
か
た
。
ぜ
ひ
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

（
主
催
　
上
牧
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

▼
と
　
き

12
月
２
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー

中
華
丼
、
み
そ
汁
、
ほ
う
れ
ん
草
の

お
浸
し
、
プ
チ
プ
チ
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

▼
対
象
者

男
性
、
料
理
初
心
者
の
方
　
10
名

▼
費
　
用

三
百
円

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

11
月
８
日
（
月
）
か
ら
電
話
か
生
き
活

き
対
策
課
窓
口
へ
　
　
　
　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
を
助
成

町
で
は
次
の
対
象
者
に
接
種
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

午後１時から１時30分まで受付
（健診開始は午後１時30分から）
対象者には個人通知します。

★３歳児健康診査
と　き：11月11日（木)
対象者：平成19年５月１日から
６月11日生まれ。

★婦人検診（集団）
と　き：11月12日（金)
・乳がん、子宮がんのうちどちらか
一つを検診されるかた
午後１時から１時30分までの受
付と午後２時30分から３時まで
受付

・乳がん、子宮がんの両方を検診さ
れるかた
午後１時30分から２時30分まで
受付

対象者：
（乳 が ん）40歳以上で西暦偶数年
生れのかた（1970年12月31日以
前に生れたかた）

（子宮がん）20歳以上で西暦偶数年
生れのかた（1990年12月31日以
前に生れたかた）

★乳児相談
と き：11月５日（金）
午後１時30分から３時まで受付
対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）。午後２時から２時
30分は交流会を行います。（保育
士のふれあい遊び、保健師のお
話・保護者の交流）。交流会の時
間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：11月26日（金）
午前９時から11時までと午後１
時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：11月26日（金)【要予約】
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁
煙・生活習慣を改善したいかたな
ど、何でもお気軽にご相談ください。

検査方法：
（乳 が ん）視触診・マンモグラフィ
（子宮がん）頚部細胞診、内診
定　員：（乳 が ん） 50名

（子宮がん）100名
費　用：自己負担金1,000円、75歳以
上は５00円、生活保護世帯のかた
は無料となります。事前に生き活き
対策課へお問い合わせください。
11月４日（木）の午前８時30分か
ら電話か生き活き対策課窓口で
お申し込みください。

と　き：12月１日（水)
午後１時20分から２時20分まで受付
対象者：生後３か月から７歳６か月
未満でまだ２回接種していないか
た。未接種の兄弟姉妹がいるかた
はなるべく一緒に接種してくださ
い。

昭和50年から52年生まれの
成人ポリオも同時にしています。

費　用：自己負担金1,000円。
持参品：印鑑と生年月日のわかる保
険証、免許証など（当日、同意書
と予診票を記入していただきま
す。）母子健康手帳をお持ちくだ
さい。お持ちでないかたは接種済
証をお渡しします。

※発熱者、下痢をしているかた、妊
娠しているかたは接種出来ません。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
日
に
つ
い
て

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

利
用
し
て
頂
け
ま
す
。

か
に
該
当
す
る
か
た

・
接
種
当
日
に
満
六
十
五
歳
以
上
の
か

た
と
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
か

た
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

に
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
医
師

が
接
種
を
必
要
と
し
た
か
た

▼
自
己
負
担
金

千
円

・
生
活
保
護
世
帯
の
か
た
　
無
料

（
生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
、
自
己
負

担
金
免
除
と
な
る
必
要
書
類
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
事
前
に
生
き
活
き
対

策
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
期
　
間

来
年
１
月
末
ま
で
。

▼
町
内
の
接
種
受
託
医
療
機
関

・
安
達
内
科
医
院

32
ー
０
７
０
３

・
天
津
医
院
　
　

73
ー
６
３
２
１

・
井
阪
整
形
外
科

31
ー
０
１
３
０

・
く
ず
も
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

51
ー
３
３
５
５

・
奈
良
友
絋
会
病
院

78
ー
３
５
８
８

・
か
が
や
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

77
ー
８
０
７
０

・
服
部
記
念
病
院

77
ー
１
３
３
３

・
松
井
医
院
　
　

73
ー
８
６
１
９

・
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

33
ー
７
０
３
１

※
そ
の
他
、
王
寺
周
辺
広
域
七
町
の
医

療
機
関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
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消費生活相談：電話･面談とも
毎週火曜日の午後１時～５時　　　　　

／役場１階相談室／ 76ー1001
毎週木曜日の午前８時30分～午後０時30分

消費生活相談員

山口 知香

急
い
で
現
金
が
必
要
な
消
費
者
に
対
し
て
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
機
能
を
使
っ

て
消
費
者
に
商
品
を
購
入
さ
せ
、
そ
の
商
品
を
業

者
が
買
い
取
り
、
消
費
者
に
現
金
を
渡
す
と
い
う

手
口
の
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
の
問
題

が
お
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
街
頭
看
板
の

甘
い
誘
い
に
の
ら
な
い
で

（
事
例
）

急
に
現
金
が
必
要
に
な
り
、「
即
日

融
資
」
と
い
う
看
板
を
見
か
け
、
店
へ
。
業
者

に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
物
を
す
れ
ば
、

そ
の
商
品
を
買
い
取
る
と
言
わ
れ
、
業
者
と
と

も
に
カ
ー
用
品
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
、
買
物
限
度

枠
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
利
用
し
て
、
カ
ー
ナ
ビ
を
購

入
。
そ
の
後
、
業
者
は
そ
の
カ
ー
ナ
ビ
を
買
い

取
っ
て
く
れ
た
が
、
支
払
わ
れ
た
お
金
は
購
入

金
額
の
６
割
の
み
。
ま
た
限
度
枠
い
っ
ぱ
い
の

買
物
を
し
た
の
で
、
そ
の
後
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
カ
ー
ド
会
社
か
ら

請
求
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ナ
ビ
の
購
入
代
金
も
支

払
え
な
い
。

☆
契
約
違
反
行
為

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
を
換

金
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
契
約
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
業
界
で
禁
止
し
て
い
る
取
引
で
す
。
利
用
す
る

と
、
消
費
者
は
契
約
違
反
と
い
う
理
由
か
ら
退
会

処
分
な
ど
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
退
会
処
分
に
な

っ
た
場
合
は
、
一
度
に
総
利
用
金
額
を
支
払
わ
ね

ば
な
ら
な
い
な
ど
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
が
不
正

な
利
用
方
法
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
利
用
し

た
場
合
は
、
消
費
者
自
身
も
詐
欺
罪
な
ど
に
抵
触

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

☆
新
た
な
債
務
を
生
む
き
っ
か
け
に

手
元
に
現
金
が
な
く
、
現
金
が
必
要
と
い
う
状

況
の
消
費
者
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
商
品
代
金
を
払
え
る
余
裕
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」

を
利
用
す
る
と
、
一
時
的
に
現
金
を
手
に
入
れ
る

事
は
で
き
ま
す
。
で
も
、
そ
の
手
に
入
れ
た
金
額

よ
り
も
高
額
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
い
に

追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
も
っ
と
深
刻
な
現
金
不

足
に
陥
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

安
易
に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
の
話

に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
債
務
が
膨
ら
む

結
果
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

☆
お
い
し
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

街
中
の
看
板
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
書
い
て

あ
る
「
即
日
融
資
、
低
収
入
で
も
融
資
可
能
」

「
安
心
・
安
全
・
合
法
」
な
ど
の
甘
い
誘
い
文
句

に
釣
ら
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
現
金
化
」
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
違
反
の
大

変
危
険
な
取
引
で
す
。
な
か
に
は
「
い
い
ア
ル
バ

イ
ト
を
紹
介
す
る
」
な
ど
と
誘
い
出
し
て
お
き
な

が
ら
実
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
に
ま

つ
わ
る
話
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。
甘
い
言
葉
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
ま
ず
相
談
を

多
重
債
務
を
自
己
解
決
し
よ
う
と
し
て
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
を
利
用
す
る
消
費
者
が

多
い
よ
う
で
す
。
多
重
債
務
問
題
は
な
か
な
か
自

分
で
は
解
決
し
に
く
い
問
題
で
す
。
信
用
で
き
る

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
ず
消
費
生
活
相
談
や
法
律
相
談
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
借
金
に
関
す
る
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま

す
。
ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な
く
、
勇
気
を
出
し
て

相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
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（
広
告
）

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

11月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

子どもたちに伝えたい戦争と平和の詩100
水内喜久雄著・たんぽぽ出版

子どもが夢中になる「ことわざ」のお話100
福井栄一著・ＰＨＰ研究所

大統領に選ばれた
のは８歳の男の子
ミックモック。純
粋な心をもった彼
がただ、自分の願
うように行動して
いきます。子ども
目線で見直すこと
の大切さに気づく
1冊です。（児童書）

楽しい時には一緒
に笑ってくれる。
つらい時には元気
づけてくれる。そ
んなことわざを集
めた1冊です。こ
とわざの成り立ち
や意味などもわか
りやすく知ること
ができます。（児
童書）

八月の魔法使い
石持浅海著・光文社

もしも８歳のこどもが大統領に選ばれたら
加納眞士著・ポプラ社

★11月のお話会ピーターパン★

２日（火）16日（火）

午前10時30分から

13日（土）27日（土）

午後２時から

本・AV資料は期限内に
返却しましょう。

図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

太宰治賞2010
筑摩書房編集部編・筑摩書房

第26回太宰治賞
の受賞作と最終候
補作が納められて
います。受賞作は
「あたらしい娘」。
三浦しをんさんな
ど４名の選考委員
の評価も興味深い
1冊です。

仕出し弁当　始めました 

松花堂　4,200円・5,250円・7,350円 

折詰弁当　2,100円・3,150円　お子様弁当　1,575円 

ご注文金額が15,000円以上から承ります。お届けの２日前までにご注文ください。 

詳細についてはお問い合わせください。（ホームページにも掲載しております。） 

旅亭　十三屋の味をご家庭で 

仕出し専用フリーダイヤル　0120-848-138 
三郷町信貴山西3-27　 www.jyusouya.jp

謹製おせち料理 52,500円 
詳しくしくはお問はお問い合わい合わせくださださい。 
謹製おせち料理 52,500円 
詳しくはお問い合わせください。 

どうしても伝え
たいものがここ
にあります。全
国で読まれてい
る詩、これまで
載せていなかっ
たけれど、掲載
しておきたい詩
などをまとめた
本です。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/

・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本

暇つぶしの会議の
はずだったのに、
あってはならない
「工事自己報告書」
が提示された。事
件に巻き込まれた
恋人を救うため真
相を明らかにして
いく主人公。現役
会社員の作者が書
いた一冊です。
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世帯数......................9,675 (+９)

男　性...................11,581 (+２)

女　性...................12,654 (－７)

合　計...................24,235 (－５)
（ ）は前月比

平
成
22
年
９
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

本紙は再生紙を使用しております。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●納税相談
担　当：徴税吏員

と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分

ところ：役場１階　徴収課

定　員：先着申込順5名

内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料　　

について

申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん

でください。（相談日の1週間前から

申込受付。） 役場内線125番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時

毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分

（上記共、祝日は除く）

ところ：役場１階の相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー

内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校

と　き：11月５・26日

午前11時～午後５時

申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校

と　き：11月12日

午前11時～午後５時

申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環
と

し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推
奨

し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い
し
ま
す
。


